
市民の願いがかなう　南九州のリーディングシティ

みやこのじょう
Miyakonojo City Public Relations, Miyazaki

都城
広

特

報

集

自然災害への備えを！

◦新しい市郡医師会病院などの基本設計　◦未来へ残そう、きれいな水を！
◦第５期都城市高齢者福祉計画および介護保険事業計画 　
◦民生委員・児童委員の活動紹介
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昨年３月に発生した東日本大震災により、
多くの尊い命が失われるなど、甚大な被害が発生しました。
一方、本市では、昨年１月の新燃岳の噴火による降灰に伴い、
家屋や農作物への被害が発生。土石流災害への警戒が長期間に及びました。
こうした、いつ起こるか分からない自然災害への備えが今、重要視されています。
◎問い合わせ　危機管理課　☎ 23－2129

■
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

　

早
め
の
情
報
収
集
が
大
切

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど
、
雨
の

多
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
自
然
災
害
が

予
測
さ
れ
る
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線

や
市
の
広
報
車
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
防
災
情
報
、
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情

報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城
な
ど

で
必
要
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
地
図
や
開
設
状
況
、
河
川
の

水
位
、
交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

■
一
瞬
で
命
を
奪
う
土
砂
災
害

毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
崖
崩
れ

や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災

害
で
、尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
で
は
、
い
つ

災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
強
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
な
ど
で

対
策
を
し
て
い
て
も
、
全
て
の
土
砂
災

害
を
防
げ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
、
自
分
た
ち
の
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
き
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
土
砂
災
害
の
前
触
れ
に
注
意

在
宅
中
、
裏
山
な
ど
で
土
砂
災
害
の

前
触
れ
に
気
付
い
た
と
き
は
、
直
ち
に

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
、
市
役
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

崖
崩
れ　
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
沢

や
井
戸
の
水
が

濁
っ
た
り
、
斜
面

か
ら
水
が
噴
き
出

し
た
り
し
ま
す

●�

土
石
流　
山
鳴
り
や
立
ち
木
の
裂
け

る
音
、
岩
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞

こ
え
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
降
り
続
い

て
い
る
の
に
川
の

水
位
が
下
が
っ
た

り
、
急
に
濁
っ
て

流
木
が
混
ざ
り
始

め
た
り
し
ま
す
。

土
臭
い
に
お
い
が

し
ま
す

●�

地
す
べ
り　
崖
か
ら
の
水
が
濁
っ
た

り
、
崖
に
亀
裂
が

入
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
小
石

が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落

ち
て
き
ま
す

自
然
災
害
へ
の
備
え
を！

写真：平成 22年７月の豪雨災害（山田町中霧島）
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避
難
所
に
避
難
し
た
と
き
は
、
次
の
７
つ
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

少
し
で
も
過
ご
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

守
ろ
う
！  

避
難
所
生
活
の
ル
ー
ル

施設の名称 所在地 連絡先
中央公民館 姫城町 7―8 24-5969
総合社会福祉センター 松元町 4-17 25-2123
小松原地区公民館 大王町 29‒6 24-1900
東小学校 上東町 11-20 22-3481
祝吉地区公民館 郡元一丁目 1-4 23-2890
水道局 下川東三丁目 3235 23-4510
早水公園体育文化センター 早水町 3867 24-6454
五十市地区公民館 五十町 2284 23-2184
長寿館 鷹尾三丁目 4523-2 26-0114
横市地区公民館 南横市町 3925-3 25-2257
勤労身体障害者
教養文化体育施設
（サン・アビリティーズ都城）

都原町 3369 25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町 1839-1 38-1033
志和池地区公民館 上水流町 1536 36-0519
乙房小学校 乙房町 1707 37-0706
庄内地区公民館 庄内町 12692 37-0888
吉之元小学校 吉之元町 4518 33-1800
西岳地区体育館 高野町 2916 －
旧夏尾保育児童館 夏尾町 5430-2 －
西岳小学校 美川町 2928 33-1602
西岳中学校 美川町 2927 33-1601
夏尾小学校 夏尾町 6644 33-1802
梅北小学校 梅北町 4687 39-4195
中郷地区市民交流センター 安久町 6623 39-0121
永野営農研修館 山之口町山之口 1539-4 －
山之口多目的研修センター 山之口町山之口 3261-3 57-3377
山之口勤労福祉センター 山之口町花木 1934-1 57-3111
高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手 2025-1 －
高城勤労青少年ホーム 高城町桜木 1962 58-4887
高城老人福祉館 高城町穂満坊 303-2 58-3279
高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊 2492 58-5514
石山体育センター 高城町石山 1109-3 58-5511
高城農村環境改善センター 高城町有水 2986-1 59-9955
高城多目的研修集会施設 高城町四家 1131-3 55-1144

山田総合福祉センター
（けねじゅ苑） 山田町山田 4319-2 64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬 1823-3 62-0319
笛水小中学校体育館クラブハウス 高崎町笛水 959　 62-0539
高崎福祉保健センター 高崎町大牟田 1340-3 62-4411

①�

避
難
者
情
報
の
登
録

�　

�

避
難
者
の
情
報
を
家
族
単
位
で
把
握

す
る
た
め
、
避
難
者
カ
ー
ド
に
必
要

な
情
報
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

②�

避
難
所
運
営
へ
の
協
力

�　

�

避
難
所
は
、
地
域
で
利
用
す
る
防
災

拠
点
で
す
。
避
難
生
活
が
長
期
に
な

る
場
合
に
は
、
当
番
に
参
加
す
る
な

ど
避
難
所
運
営
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

③
事
務
室
な
ど
の
利
用
制
限�

　

�

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
し
て

い
る
み
ん
な
で
利
用
す
る
部
屋
は
、

個
人
的
な
利
用
は
で
き
ま
せ
ん 

④
食
料
や
生
活
物
資
の
配
給　

　
�

食
料
や
生
活
物
資
の
配
給
は
、
次
の

通
り
行
い
ま
す　

【
風
水
害
の
場
合
】

●�

１
晩
程
度
の
避
難
の
場
合
は
、
自
分

で
３
食
分
程
度
の
食
料
や
毛
布
、
タ

オ
ル
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●�

避
難
生
活
が
長
時
間
に
及
ぶ
場
合

や
、
強
い
風
雨
が
２
晩
以
上
続
く
場

合
は
、
市
が
必
要
に
応
じ
て
非
常
食

や
物
資
を
準
備
し
ま
す

※�

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
場
合
は
、
別
途
対
応
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】　

　

生
活
物
資
は
家
族
ご
と
に
配
給
し
ま

す
。
原
則
、
全
員
に
配
給
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
は
配
給
し
ま
せ
ん
。

⑤�

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

　

�

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ
た

場
合
は
、
緊
急
性
の
高
い
用
件
の
場

合
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
災
害
時
は

電
話
回
線
が
込
み
合
う
た
め
、
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
を
お
願
い

し
ま
す

⑥�

ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
禁
止

　

�

地
域
全
体
で
利
用
す
る
た
め
、
犬
や

猫
な
ど
を
、
室
内
（
建
物
内
）
に
持

ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

�

⑦
喫
煙
の
制
限

　

�

喫
煙
は
、
所
定
の
場
所
以
外
で
は
禁

止
し
ま
す
。
ま
た
火
の
取
り
扱
い
も

厳
禁
で
す

■都城市の指定避難所「一次避難所」
（平成 24年５月現在）

※�一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予想される場
合に、優先して開設する避難所です。二次避難所については、
市のホームページや防災マップで確認してください
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住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て

て
、
地
域
の
安
全
を
守
る
自
主
防
災
組

織
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
が
も

た
ら
し
た
壊
滅
的
な
被
害
に
よ
り
、
自

治
体
の
持
つ
機
能
の
全
て
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
市
町
村
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
行
政
や
消
防
、
警
察
な

ど
が
災
害
対
策
に
時
間
を
要
し
十
分
に

機
能
し
な
い
中
、
地
域
の
実
情
を
知
る

自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、
身

近
な
情
報
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝
達

事
項
を
い
ち
早
く
地
域
住
民
に
知
ら
せ

た
り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
的
確
に

地
域
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る
活
動

を
担
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
さ
せ

る
た
め
、
地
区
ご
と
の
避
難
場
所
や
災

害
時
要
援
護
者
な
ど
を
ま
と
め
た
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
組
織
も
あ
り

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
基
本
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
意
識
。
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合

う
な
ど
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
を
守
る
！

自
主
防
災
組
織

自分の身は自分で守り、家
族の命は家族で守るという
考え方です。普段から災害
に関する正しい知識を身に
付け、災害に備えましょう。

個人や家族の力だけでは解決
が困難なことを、住民や事業
所、ボランティアの人たちが
自主防災組織を結成するなど
地域で協力して行います。自
分たちの地域は、自分たちで
守るという考え方です。

◦住宅の耐震・耐風補強
◦家具などの転倒防止処置
◦非常持ち出し品の準備　など

◦地域内の防災（安全）点検
◦防災知識の普及・啓発
◦防災訓練の実施　など

◦災害予防事業
◦防災体制の確立
◦防災用品の備蓄　など

◦自分や家族の安全確保
◦初期消火
◦出口の確保
◦避難
◦自主防災組織活動参加　など

◦情報収集伝達
◦消火活動
◦避難誘導
◦救出・救助
◦避難所生活の運営　など

◦災害情報などの収集・伝達
◦避難所の開設・運営
◦救出・救助活動
◦仮設住宅の建設
◦災害復旧活動　など

個人や地域の力では解決できな
いことは、市町村、消防、警察、
自衛隊など、公的機関が行いま
す。災害時の「公助」には、限
界があるので、普段から「自助」

「共助」の充実を図っておくこ
とが重要です。

自主防災
自助

自助
平
常
時

災
害
時

公助

公助

共助

共助

災害全般・災害救助資金
融資制度に関すること 危機管理課　　　　☎ 23-2129

水道（断水）など 水道局　　　　　　☎ 23-4510

停電に関すること ㈱九州電力都城営業所
　　　  　　　☎ 0120-986-705

避難所に関すること 生活文化課　　　　☎ 23-7180

都市ガスに関すること 宮崎ガス　　　　　☎ 38-7500

災害時要援護者に関すること 福祉課　　　　　　☎ 23-2980

道路被害に関すること 維持管理課　　　　☎ 23-2752
都市計画課　　　　☎ 23-2762

道路交通情報
道路交通情報センター
　　　　　  ☎ 050-3369-6645
　携帯電話専用（＃8011）

ごみ回収に関すること 環境業務課　　　　☎ 24-5560

浸水家屋の消毒に関すること 環境政策課　　　　☎ 23-2130

災害見舞金に関すること 福祉課　　　　　　☎ 23-2980

り災証明に関すること 危機管理課　　　　☎ 23-2129
各総合支所地域振興課

電話に関すること NTT　　　　　　　  ☎ 113

■災害時の主な問い合わせ先
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消
防
団
は
、
自
ら
の
仕
事
を
持
ち
な

が
ら｢

自
分
の
住
む
地
域
は
、
自
分
で

守
る｣

と
い
う
精
神
の
も
と
に
活
動
す

る
人
た
ち
を
団
員
と
す
る
、
消
防
機
関

の
一
つ
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
地
域
の

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

都
城
市
消
防
団
に
は
１
、３
４
８
人

の
団
員
が
所
属
し
て
い
て
、
火
災
時
の

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の
人

■
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル

　

こ
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
宮
崎
県

の
発
信
す
る
気
象
情
報
や
各
種
防
災
・

防
犯
情
報
の
ほ
か
に
、
災
害
時
に
市
の

発
信
す
る
次
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

避
難
準
備
情
報

●�

避
難
勧
告

●�

避
難
指
示

●�

避
難
所
の
開
設
状
況

●�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

●�

火
災
発
生
情
報

●�

そ
の
他
の
重
要
災
害
情
報

　

登
録
方
法
は
、
携
帯
電
話
ま
た
は
パ

ソ
コ
ン
か
ら
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

https: // www. fastalarm
.jp/m

iyazaki/

ま
た
は
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス

し
て
、
免
責
事
項
に

留
意
の
上
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
県
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
８
５‒
26‒
７
０
６
６

災
害
時
に
活
躍

す
る
消
防
団

最
新
情
報
の

入
手
方
法

命
救
助
や
応
急
救
護
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
平

常
時
に
は
地
域
住
民
に
対
す
る
防
火
・

防
災
意
識
の
普
及
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
女
性
消
防
団
員
15
人

も
活
動
し
て
い
て
、
広
報
活
動
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
を
は
じ
め
、

防
火
指
導
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
き

め
細
か
な
視
点
を
生
か
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
内
に
居
住
す
る
18
歳

以
上
の
健
康
な
人
な
ら
誰
で
も
入
団
で

き
ま
す
。
地
域
の
力
と
な
り
た
い
人
、

活
動
し
て
み
た
い
人
は
ぜ
ひ
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自然災害への備えを！

消防団長に聞きました
都城市消防団は、平成 18
年の合併から連合制により運
営していましたが、今年１月
をもって統合しました。今後、
市民の皆さんから信頼される
都城市消防団として、結束を
固めたいと思います。また、
台風や大雨などをはじめ、

　　　　　　　　　　　いつ起こるか分からない自然
災害に対しても、市民の皆さんの生命、身体、財産
を守るため、団員の消防技術の向上と心身の鍛練に
努めていきたいと考えています。

新入団員に聞きました
４月に都城市消防団高城方
面隊に入団しました。火災は
もちろん、台風や大雨、地震
などの災害時に迅速な初動体
制がとれる消防団は、地域に
とってなくてはならない存在
です。これから少しでも地域
の安全と防災に貢献できるよ

　　　　　　　　　　　う頑張ります。

莫
あぐ

根
ね

秀春 さん

田村智之 さん

インタビュー

■
携
帯
電
話
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

災
害
時
に
、
基
地
局
圏
内
に
い
る
人

に
対
し
て
、
一
斉
に
防
災
情
報
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
携
帯
電
話
向
け

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
登
録
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
対
応
し
て
い
な
い
機
種
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
や
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
新
防
災
行
政
無
線

　
（
同
報
系
無
線
）の
運
用
開
始

市
は
、
４
月
１
日
か
ら
、
市
内
の
土

砂
災
害
警
戒
区
域
や
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
、
新
燃
岳
噴
火
に
伴
う
降
灰
に

よ
る
土
石
流
防
災
区
域
の
避
難
対
象
区

域
、
小
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
戸

別
受
信
機
を
設
置
し
、
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
、
大
雨
な
ど
に
よ
り

土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発

表
さ
れ
た
場

合
、
避
難
準

備
情
報
な
ど

が
迅
速
に
伝

え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

QR コード
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市
で
は
、
三
股
町
お
よ
び
市
郡
医
師
会
と
と
も
に
、

平
成
26
年
度
中
の
開
院
に
向
け
て
、
市
郡
医
師
会
病
院
、
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
、

健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
体
的
な
移
転
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
医
師
会
病
院
な
ど
は
、
３
つ
の
施
設
を
一
つ
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

３
施
設
の
連
携
を
強
化
し
、
広
域
的
な
高
次
救
急
医
療
拠
点
と
し
て
の
機
能
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
建
築
の
基
本
設
計
に
基
づ
く
施
設
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課　

☎
23

−

２
１
１
５

新
し
い
市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
の

基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た

移転整備後の市郡医師会病院・救急医療センター・健康サービスセンターの完成予想図

サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
く
「
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
」

新施設の概要
◦延床面積　　17,877.68㎡
◦建物構造　　鉄骨造り（免震構造）
◦建物規模　　地上５階建て
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
１階：救急医療、外来、検査部門など
２階：手術、集中治療、健診部門など
３・４階：病室
５階：機械室
屋上：ヘリポート

放射線部門

放射線
部門

救急医療部門 外来
部門

検査部門

内視鏡
部門 検査

部門
管理・
サービス
施設部門

栄養
部門

物品
管理

売店
医事
部門

薬剤
部門中央

待合
ホール

健康サービス
センター
研修ホール

▲
救急医療センター入口

救急部
入口▶

１階

手術部門

●

●

集中治療部門 健康サービスセンター
　　管理部門
　　検査部門

屋上庭園

管理・サービス
施設部門

化学療法部門
健康サービスセンター

健診部門

リハビリテーション部門

２階

病
室病

室

病室
病室

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション病室

病室

病室

●●

３・４階
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新
施
設
の
３
つ
の
特
長

①
免
震
構
造
で
地
震
に
対
応

　

新
し
い
施
設
は
、
最
新
の
免
震
構
造

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

免
震
構
造
と
は
、
地
面
と
建
物
と
の

間
に
免
震
装
置
を
入
れ
る
こ
と
で
、
建

物
へ
伝
わ
る
揺
れ
を
減
ら
す
構
造
で
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

多
く
の
医
療
機
関
も
被
災
し
、
そ
の
中

で
い
ち
早
く
医
療
機
能
を
回
復
し
た
病

院
の
多
く
は
、
免
震
構
造
の
建
物
で
し

た
。
免
震
構
造
以
外
の
病
院
で
は
、
建

物
は
地
震
に
耐
え
て
も
、
医
療
機
器
な

ど
が
散
乱
し
た
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
大
型

医
療
機
器
は
脱
落
し
た
り
す
る
な
ど
の

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
新
施
設

は
免
震
構
造
を
取
り
入
れ
た
災
害
に
強

い
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

②�

広
域
的
な
救
急
医
療
拠
点
施
設

　

と
し
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

　

４
月
18
日
か
ら
、
宮
崎
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
合
わ
せ
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
療
機
器
を
装

備
し
、
医
師
や
看
護
師
が
搭
乗
し
て
救

命
医
療
を
行
う
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
す
。

　

新
し
い
医
師
会
病
院
で
は
、
屋
上
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
連
携
し
た
救
急
医
療
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
、
広
域
的
な

高
次
救
急
医
療
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

都
城
北
諸
県
圏
域
唯
一
の
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
、
さ
ら
な
る
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

③�

診
療
科
目
や
病
床
数
を
充
実

　

現
施
設
の
診
療
科
目
（
内
科
、
循
環

器
科
、
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
科
、

放
射
線
科
、
消
化
器
内
科
、
麻
酔
科
、

形
成
外
科
、
婦
人
科
）
に
加
え
、
骨
折

や
じ
ん
帯
損
傷
な
ど
の
け
が
を
治
療
す

る
整
形
外
科
を
新
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
従

来
の
内
科
、
外
科
、
小
児
科
の
診
療
体

制
を
維
持
し
ま
す
。

　

病
床
数
は
、
入
院
患
者
の
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
現
在
の

１
７
２
床
か
ら
増
床
し
、
２
０
０
床
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

一般社団法人日本免震構造協会ホームページより

ドクターヘリ

開院までの工程
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

用地造成などの工事
（１工区・２工区）

建 築 設 計

建 築 工 事 な ど

開 

院

整備予定地位置図（太郎坊町 1364-1 ほか）

免 震 構 造 と は

今
後
の
事
業
工
程

　

現
在
、
医
療
施
設
を
建
設
す
る
用
地

の
造
成
工
事
や
そ
れ
に
伴
う
道
路
改
良

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
建
築
設
計
を
引
き
続
き
進

め
、
平
成
24
年
度
～
26
年
度
に
か
け
て

建
築
工
事
な
ど
を
行
い
、
平
成
26
年
度

中
の
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

免震装置によっ
て揺れを吸収す
るため、建物に
伝わる揺れが少
なくなり、家具
などが倒れにく
くなります。
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下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
都
城
市
に
は
６
つ
の
下
水
道

処
理
区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は
２
、
１

７
９
・
２
㌶
、
処
理
人
口
は
６
万
９
、

６
５
５
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合
は
77
・

56
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
下
水
道

供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
未
接
続
の
皆

さ
ん
も
、
早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

◦
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
立
野
町
、

早
水
町
の
各
一
部

◦
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

平
成
24
年
度
供
用
開
始
予
定
区
域

◦
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
早
水
町
、

志
比
田
町
の
各
一
部

◦
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

下
水
道
の
役
割

①
河
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排

水
を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水

に
処
理
す
る
の
で
、
河
川
の
汚
れ
を

防
止
し
ま
す

②
ま
ち
の
環
境
を
良
く
し
ま
す

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が

な
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
抑

え
ら
れ
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

接
続
す
る
と
き
は
指
定
工
事
店
で

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
が
指
定
し
た

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い

よ
う
排
水
設
備
の
構
造
な
ど
、
細
か
な

点
ま
で
市
の
指
導
を
受
け
て
い
て
、
そ

の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
で
の
工
事

は
、
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
央
・
都
城
処
理
区
に
つ
い
て

　

下
水
道
課　

☎
23‒

５
９
２
１

　

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区
に
つ
い
て

　

各
総
合
支
所
建
設
課

　未来へ残そう、
きれいな　　を　！    水

大淀川の水質は
平成22年の水質ランキングで九州の一級河川26河川中17位であり、
決して良い状況ではありません。
今回は、下水道の役割と雨水の利用方法などを紹介しますので、
限りある資源である水を未来へ残すためにできることは何かを
もう一度考えてみましょう。
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昨年５月、市民やＮＰＯ、企業、行政
などで構成する「都城河川水質改善プ
ロジェクト協議会」が設立されました。
この協議会では、家庭でできる河川

浄化への取り組みの推進や、接触材に
付着した微生物による生活排水の水質
改善対策などに、県内で初めて取り組
んでいます。
きれいな大淀川を取り戻すため、市民
の皆さんも河川浄化への対策にご協力
ください。

接触材を使った水質改善対策
自然の川では、瀬やふち、植生など

で自然の浄化作用が働きますが、コン
クリート３面張りの水路では浄化作用
が働きにくくなります。そこで、水路
の河床に合成繊維を加工したひも状の
接触材を設置し、付着した微生物の生
物膜で排水の汚れを分解させる新たな
浄化対策に取り組んでいます。
平成 23 年度は、河川の汚れが著し
い志比田排水路に３カ所、上長飯町の
小鷹雨水幹線に２カ所、計 5カ所に総
延長 50mの接触材を設置しました。

今後は、接触
材を設置した水
路などの水質調
査を行い、事業
の評価や改善を
行っていきます。

◎問い合わせ　
　都城市河川水質改善プロジェクト
　協議会 （環境政策課内）  ☎23‒2130

河川水質
改善プロジェクト

新たな河川浄化対策に挑戦！ 地
下
水
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

市
で
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
り
守
っ
て

い
く
た
め
、
雨
水
貯
留
槽
や
雨
水
浸
透

升
な
ど
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設
は
、

容
量
１
０
０
㍑
以
上
の
雨
水
を
貯
留
で

き
る
施
設
で
、
流
入
前
の
ご
み
取
り
装

置
や
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
、
水
栓
を

備
え
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。 

●�

補
助
対
象
者
・
地
域　

市
内
に
居
住

し
て
い
る
人
（
個
人
の
み
）、
市
内

全
域 

●�

補
助
金
額　

費
用
の
３
分
の
１
（
上

限
３
万
円
）
で
、
１
戸
に
つ
き
１
基

※�

補
助
を
受
け
た
い
人
は
、
設
置
工
事

の
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ 

市
で
は
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の

水
質
検
査
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。 

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
基

準
値
を
超
え
て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。 

希
望
す
る
人
は
森
林
保
全
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を
継
続

で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。 

※�
硝
酸
態
窒
素
は
、
煮
沸
し
て
も
取
り

除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◎�

問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
５
２

志比田排水路の接触材

雨水貯留施設の
設置例

下水道が使えるように
なったら
⃝下水道へ切り替えるとき
に、現在使用している単
独・合併浄化槽を雨水貯
留施設に転用できます
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計
画
の
概
要

創
設
か
ら
12
年
が
経
過
し
た
介
護
保

険
制
度
。
高
齢
者
を
支
え
る
制
度
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
65
歳
を
迎
え
る
な

ど
、
高
齢
化
は
な
お
一
層
進
展
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
を

感
じ
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
住
民
の

相
互
の
助
け
合
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福

祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
、
次
の
４
つ
の
目
標
に
基
づ
い

て
高
齢
者
な
ど
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

①
個
人
の
尊
厳
の
保
持

成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発
や
高

齢
者
虐
待
防
止
に
向
け
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
支
え
る
地
域
支
援
の
体
制

づ
く
り
な
ど
、
高
齢
者
な
ど
の
人
権

を
守
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す

②
介
護
予
防
の
推
進

全
て
の
高
齢
者
な
ど
が
生
涯
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

の
介
護
予
防
施
策
を
推
進
し
ま
す

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
高
齢
者
な
ど
が
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す

④
多
様
な
生
活
支
援

介
護
者
交
流
や
住
宅
改
造
な
ど
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

介
護
保
険
の
現
状

本
市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
以
来
、
要
介
護
者
数
の
増
加
と

と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

の
総
額
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
第
５
期

で
は
、
全
期
よ
り
66
億
円
多
い
４
５
６

億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
半
数
近
く
が
軽

度
の
要
介
護
認
定
者
（
要
支
援
１
・
２

お
よ
び
要
介
護
１
）
で
す
が
、
今
後
は

少
し
ず
つ
重
度
の
要
介
護
認
定
者
数

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
額
が
増
え
る

と
、
保
険
料
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
介
護
保
険
の
運
営
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
安
定
し
た
介
護
保
険
の
運

営
の
た
め
に
は
、
介
護
が
必
要
な
人
を

増
や
さ
ず
、
必
要
に
な
っ
て
も
重
度
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
計
画
で
は
、
こ

う
し
た
要
介
護
者
の
数
を
減
ら
す
対
策

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
担
当
者
を
配

置
し
、
訪
問
や
教
室
な
ど
の
介
護
予
防

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
平
成
26
年
度
ま
で
に
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
数
を
推
計
よ
り
も
約
８
８

０
人
少
な
い
９
、
７
８
３
人
を
目
標
と

し
、
介
護
予
防
と
介
護
支
援
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
あ
い

笑
顔
広
が
る
安
心
都
市

第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

予防活動による要支援・要介護認定者数の目標値

都城市の介護保険給付費の推移

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

−
２
１
１
４

10,500
（人）

8,000

9,000

9,500

8,500

10,000

第1期
（12〜14年度）

第2期
（15〜17年度）

第3期
（18〜20年度）

第4期
（21〜23年度）

第5期
（24〜26年度）

約232億円

約305億円
約330億円

□ 公費
■ 40〜64歳の負担分（保険料）
■ 65歳以上の負担分（保険料）

（億円）

約390億円

約456億円

50％

33％

17％ 18％

32％

50％
50％

31％

19％ 20％

30％

50％
50％

29％

21％
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。
介
護
保
険

料
は
、
今
後
３
年
間
の
介
護
保
険
の
総

費
用
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を

基
に
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の
世
帯
の

４
月
か
ら
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

あ
る
介
護
保
険
料
。
健
全
な
運
営
の
た

め
に
、
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

民生委員・児童委員とは

民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神で、常に
市民の立場に立って相談に応じるとともに、必要な
援助を行い、社会福祉の増進に努めることとされて
います。
なお、児童福祉法の定めで、民生委員は、同時に
児童委員を担うため、両方の立場を示す「民生委員・
児童委員」として厚生労働大臣から委嘱されます。

主な活動内容は

民生委員・児童委員は、主に高齢者の日常的な支
援や介護・福祉に関する相談、子育てや地域生活に
関する相談・支援、見守り活動のほか、行政機関が
行う調査や実態把握などに協力しています。

主任児童委員とは

主任児童委員は、児童の福祉に関する行政機関と
児童委員との連絡調整を行うとともに、児童委員の
活動に対する援助や協力を行っています。

民生委員・児童委員の任期と定数

民生委員・児童委員などの任期は３年間で、定数
は民生委員・児童委員が 318 人、主任児童委員が
30 人ですが、現在、民生委員・児童委員が 10 人の
欠員状態となっています。
不在の地域では、気軽に相談できる人がいないな

ど、不便を感じることがあります。早急に欠員地区の
解消するため、適任者に関する情報がありましたら、
連絡ください。

５月12日は「民生委員・児童委員の日」です。
民生委員・ 児童委員は、地域住民の福祉や子育てなどの問題解決への手助けをしている身近な相談役です。
今回は、皆さんの周りで活動している民生委員・児童委員の活動内容を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　福祉課　☎23‒2980

市で必要な
介護サービスの
総費用

生活保護を
受けている

老齢福祉
年金を
受けている

市民税を
納めている
（本人が市民
税課税者）

本人の前年の
年金収入額+
合計所得金額が
80 万円以下

〔 所得段階ごとの年間保険料と調整率 〕
平成 24年〜 26 年度（新）平成 21〜 23 年度（旧）

第１段階  32,000 円
（基準額 × 0.5）

第１段階  25,200 円
（基準額 × 0.5）

第２段階  32,000 円
（基準額 × 0.5）

第２段階  25,200 円
（基準額 × 0.5）

第３段階  48,000 円
（基準額 × 0.75）

第３段階  37,800 円
（基準額 × 0.75）

第４段階  56,000 円
（基準額 × 0.875）

第４段階  44,100 円
（基準額 × 0.875）

第５段階  64,000 円
（基準額 × 1.0）

第５段階  50,400 円
（基準額 × 1.0）

第６段階  80,000 円
（基準額 × 1.25）

第６段階  63,000 円
（基準額 × 1.25）

第７段階  96,000 円
（基準額 × 1.5）

第７段階  75,600 円
（基準額 × 1.5）

本人の前年の
年金収入額+
合計所得金額が
80 万円以下

前年の
合計所得金額が
190 万円以上

同じ世帯に
市民税を
納めている
人がいる

市内の 65 歳以上の
人の負担分（21％）

市内の 65 歳以上の
人の人数

基準額（年額）
64,000 円

はい

スタート
あなたの介護保険料は？

× ÷ ＝

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい はい

はい

はい

※「前年の所得」には、不動産の売却などの一時的な所得も含まれます
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ど
ん
ぐ
り
の
苗
に
は
恵
み
の
雨

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会

　

照
葉
樹
の
森
を
再
生
し
、
自
然
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ど
ん
ぐ

り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く
る
会
に
よ

る
植
樹
会
が
３
月
18
日
、
か
か
し
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
周
辺
の
山
林
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市

内
外
か
ら
約
６
０
０
人
が
参
加
。
雨
具

を
着
用
し
た
家
族
連
れ
ら
は
、
ぬ
か
る

ん
だ
斜
面
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

イ
チ
イ
ガ
シ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
、約
８
、

０
０
０
本
の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。
吉

川
琢
磨
く
ん
（
南
小
１
年
）
は
「
木
の

根
っ
こ
が
あ
っ
て
掘
り
づ
ら
い
け
ど
、

15
本
は
植
え
た
い
」
と
く
わ
を
力
強
く

振
る
っ
て
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
お
ご
そ
か
に
浜
下
り

東
霧
島
神
社
春
季
例
大
祭

　

高
崎
町
の
東つ
ま
き
り
し
ま

霧
島
神
社
で
３
月
20

日
、
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣

や
地
域
の
発
展
を
祈
る

春
季
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
よ

そ
４
０
０
年
前
か
ら
続
く
伝
統
の
祭
り

の
メ
ー
ン
は
、
島
津
家
第
19
代
家
久
公

か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
さ
れ
る
み
こ
し
を

担
ぎ
、
本
殿
か
ら
八
幡
母は

は
じ
ょ
し
ゃ

所
社
ま
で
練

り
歩
く
浜
下
り
神
事
。
太
鼓
が
鳴
り
響

く
中
、
白
装
束
を
着
た
地
区
の
住
民
ら

が
、
一
晩
で
鬼
が
築
い
た
と
さ
れ
る

荒
く
急
な
石
段
を
、
み
こ
し
を
担
い
で

ゆ
っ
く
り
と
下
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

に
境
内
の
広
場
で
は
、
抽
選
会
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

待
望
の
道
を
渡
り
初
め

都
城
志
布
志
道
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

都
城
志
布
志
道
路
の
平
塚
・
五
十
町

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
約
１
・
９
㌔
の

開
通
に
先
立
ち
３
月
20
日
、
同
区
間
の

開
通
を
記
念
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
動
車
専
用
道

路
の
た
め
、
同
区
間
を
歩
く
こ
と
が
で

き
る
の
は
最
初
で
最
後
の
機
会
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
地
元
の
住
民
ら
約

７
０
０
人
が
参
加
。
健
康
づ
く
り
も
兼

ね
な
が
ら
、
で
き
た
ば
か
り
の
道
路
の

渡
り
初
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
上

村
ム
ツ
子
さ
ん（
鷹
尾
一
丁
目
）は「
待

ち
に
待
っ
た
道
路
の
開
通
で
、
便
利
に

な
る
。
全
線
開
通
が
楽
し
み
」
と
期
待

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

名
誉
市
民
か
ら
次
世
代
を
担
う
人
た
ち
へ

「
堀
之
内
久
男
文
庫
」
開
設
式

　

堀
之
内
久
男
文
庫
の
開
設
式
が
３
月

21
日
、
市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
堀
之
内
久
男
翁
功
績
顕
彰
会
が
、

銅
像
建
立
の
た
め
に
集
め
た
寄
付
金
の

剰
余
金
を
市
に
寄
付
し
た
こ
と
か
ら
実

現
。
祈
念
式
典
で
は
、
市
長
が
「
市
民

か
ら
愛
さ
れ
る
文
庫
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

開
設
を
祝
い
ま
し
た
。
故
人
が
農
業
に

造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
植
物
の

栽
培
方
法
や
病
害
虫
の
図
鑑
な
ど
を
含

む
１
、２
５
０
冊
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、

故
人
の
出
身
で
あ
る
中
郷
地
区
の
３
小

中
学
校
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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心
の
目
で
的
を
射
る

都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

　

３
月
24
日
・
25
日
の
両
日
、
早
水
公

園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
第
25
回
と

な
る
都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し

て
堀
之
内
芳
久
さ
ん
が
「
日
頃
鍛
え
た

心
と
力
と
技
を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
遠
く
は
北
海
道
な
ど
全

国
か
ら
参
加
し
た
２
、３
８
３
人
の
選

手
ら
は
、
横
一
線
に
並
び
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
次
々
と
矢
を
射
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
国
の
伝
統

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
都
城
大
弓

を
は
じ
め
、
全
国
の
竹
弓
生
産
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
る
、
日
本
一
の
弓
の
ま
ち

都
城
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

春
の
訪
れ　

心
躍
る
催
し

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
高
城

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
さ
く
ら
フ
ェ
ス

タ
高
城
が
３
月
25
日
、
観
音
池
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
の
開
花
前
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
連
れ
を
中

心
に
、
３
、５
０
０
人
が
来
場
。
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
地
元
の
小
中
学
生
に
よ
る

吹
奏
楽
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
個
性
的

な
衣
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
人
気
の
、

高
城
プ
ロ
レ
ス
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
高
城
運
動
公
園
を
発
着
に

行
わ
れ
た
都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
、
１
、５
９
７

人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
春
風
に
乗
っ
て

健
脚
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

一
番
福
目
指
し
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福
女

　

桜
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
母
智
丘
公
園

で
３
月
31
日
、
さ
く
ら
福
男
・
福
女
を

決
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
の
今
年
は
県
内
外
か
ら
37
人
が

出
場
。
桜
並
木
入
口
を
ス
タ
ー
ト
し
た

参
加
者
ら
は
、
母
智
丘
神
社
ま
で
の
約

２
㌔
を
力
走
し
ま
し
た
。
桜
の
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
、
最
後
の
難
所
と
な
る
階
段

を
駆
け
上
が
り
、
１
番
に
ゴ
ー
ル
し
た

福
男
と
福
女
は
、
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら

本
殿
の
鈴
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。
２

度
目
の
挑
戦
で
福
男
に
な
っ
た
吉
留
将

矢
さ
ん
（
高
城
町
）
は
「
結
婚
を
考
え

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
機
に
仕
事
も
頑

張
り
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

命
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

　

特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭
が
４
月

６
日
、
都
島
公
園
で
し
め
や
か
に
行
わ

れ
、
遺
族
や
戦
友
、
遺
族
会
関
係
者
ら

約
３
５
０
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。太
平
洋
戦
争
末
期
、

沖
縄
に
向
け
、
都
城
西
・
東
飛
行
場
か

ら
出
撃
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
特
攻

隊
員
や
、
そ
の
支
援
に
当
た
り
亡
く

な
っ
た
援
護
隊
員
を
悼
む
同
慰
霊
祭
。

遺
族
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
中
村

尚ひ
さ
の
り範
さ
ん
（
愛
知
県
）
は
「
日
本
の
平

和
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
子
孫
を
戦
争
に
送
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題
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都城市
ファミリー・サポート・センター

あなたの子育て応援します！

写真右より

自
宅
や
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
茶
薗
洋
子
さ
ん
（
郡
元
町
）、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
小
田
裕
子
さ
ん
（
金

田
町
）、
瀬
之
口
ヤ
ス
子
さ
ん
（
山
田

町
）、
外
山
明
美
さ
ん
（
郡
元
二
丁
目
）

の
４
人
が
、主
任
児
童
委
員
や
保
育
士
、

障
が
い
児
・
者
福
祉
な
ど
に
携
わ
っ
た

経
験
を
生
か
し
、
利
用
会
員
と
援
助
会

員
の
架
け
橋
と
な
っ
て
、
会
員
間
の
連

絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
援
助
会
員
に
な
る
に

は
、
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
実
施
す
る
４
日
間
（
12

時
間
）
の
援
助
会
員
養
成
講
座
の
受
講

が
必
要
で
す
。「
現
在
、
登
録
し
て
い

る
援
助
会
員
は
、
子
育
て
経
験
が
豊
か

で
、
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人
ば

か
り
。
人
見
知
り
で
泣
き
出
し
て
し
ま

う
子
ど
も
も
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま

す
」
と
話
す
茶
薗
さ
ん
。

　

４
人
は
、
利
用
会
員
の
要
望
や
そ
の

子
ど
も
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
看
護
師

や
保
育
士
の
資
格
を
持
つ
援
助
会
員
を

紹
介
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
手
助
け
を
必
要
と
す
る
家
庭
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
時
に
頼
れ

る
存
在
と
し
て
、
会
員
の
立
場
に
立
っ

て
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援
し
よ
う

と
開
設
さ
れ
た
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

フ
ァ
ミ
サ
ポ
）。
開
設
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
現
在
、
託
児
な
ど
の
援
助
を
受

け
た
い
利
用
会
員
１
１
２
人
と
、
そ
の

援
助
を
行
う
援
助
会
員
１
１
３
人
が

フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
い
利
用
会
員
が
、
託
児
や
送
迎
な
ど

を
希
望
す
る
時
間
帯
だ
け
援
助
会
員
に

依
頼
す
る
と
い
う
仕
組
み
。
ま
た
、
託

児
が
行
な
わ
れ
る
場
所
は
利
用
会
員
の

要
望
に
合
わ
せ
て
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の

外山 明美さん
茶薗 洋子さん
小田 裕子さん
瀬之口 ヤス子さん

の
風景
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今
回
は
、「
環
霧
島
会
議
都
城
大
会
」

を
紹
介
し
ま
す
。
午
後
の
部
で
は
、
女

流
講
談
師
が
環
霧
島
地
域
の
歴
史
を
題

材
に
し
た
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
講
談

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
１
５

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23‒

２
７
６
５

ジ
ャ
ガ
芋
は
、
糖
質
や
ビ
タ
ミ

ン
B1 
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く

カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
が
豊
富
で
す
。

保
存
は
常
温
で
行
い
、
ま
た
調
理
す

る
と
き
は
、
毒
性
成
分
を
含
む
発
芽

部
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

霧
島
山
を
囲
む
宮
崎
・
鹿
児
島
両

県
の
５
市
２
町
で
構
成
す
る
環

霧
島
会
議
で
は
、
圏
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
月
か

ら
「
環
霧
島
探
訪
」
と
題
し
、
こ
の
地

域
で
活
躍
し
て
い
る
人
や
団
体
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
構
成
市
町
の
広
報
紙
に
シ

リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

●材料 ( 4 人分 )　新ジャガ芋…中２個（400g）
　　　　　　　  オリーブオイル（サラダ油でも可）…小さじ 1
　　　　〔A〕　　砂糖…大さじ 1/ 2、濃口しょうゆ…大さじ 1
　　　　　　　  みりん…大さじ 1/ 2
　　　　　削り節…1/ 2 袋（２g）、小ネギ…1 本
●下準備　新ジャガ芋…大きめの乱切りにしてゆでる
　　　　　小ネギ…小口切りにする
●作り方　① フライパンで油を熱し、ジャガ芋を焼く
　　　　　② ①に少し焦げ目がついたら〔A〕 をからめる
　　　　　③ 皿に盛り、削り節と小ネギを散らす

新
ジ
ャ
ガ
芋
の
甘
辛
妙
め

※
１
人
分
98
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
0
・
7
㌘

お
弁
当
の
一
品
に

第
10
回 

環
霧
島
会
議
都
城
大
会

●
日
時
　
５
月
18
日
㈮　

13
時
〜

●
場
所
　
都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

●�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
志
學
館
大
学
の
原
口
泉
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、「
新
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト　

環
霧
島
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」（
仮
題
）

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
環
霧

島
会
議
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
探

り
ま
す

●�

講
談
　
人
間
国
宝
の
一い
ち
龍り
ゅ
う

斉さ
い
貞て
い
水す
い
の
弟
子
で
、
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
の
声
優
と
し
て
も
活
躍
中
の
女
流
講
談
師
の
一
龍
斉
貞て
い
友ゆ
う

さ
ん
に
よ
る
講
談
「
用
水
路
開
削
に
命
を
か
け
た
坂
元
源
兵

衛
物
語
」（
仮
題
） 

●
そ
の
他
　
入
場
無
料
。
申
し
込
み
も
不
要
で
す

環霧島会議のこれまで
平成 19 年 11 月に設立された環霧島会議。
これまでの取り組みの中で、「霧島火山防
災マップ」は、昨年の新燃岳噴火のときに、
地域住民の安心・安全を確保する上で役
立ったことは、記憶に新しいところです。
今後も環境や観光、防災、教育、農林、
広報の６つの専門部会で、さまざまな事
業について協力し、地域活性化を図って
いきます。

環
霧
島
探
訪
︱
か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う
︱

霧島火山防災マップ

Vol.1

ワン！

ポイント
お弁当に入れる
時は、水分が多
いと食中毒の原
因になるので注
意しましょう
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平
成
24
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

　

市
で
は
、
一
般
行
政
職
と
消
防
吏
員
を

募
集
し
ま
す
。
採
用
職
種
や
試
験
会
場
な

ど
、
詳
し
い
試
験
案
内
は
、
７
月
15
日
発

行
の
暮
ら
し
の
情
報
に
掲
載
し
ま
す
。

●
第
１
次
試
験
日
（
予
定
）

　

９
月
16
日
㈰

　

職
員
課　

☎
23

－

２
１
１
９

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
墓
地
名　

東
墓
地
、
西
墓
地
、
北
墓
地
、

川
東
墓
地

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

６
月
４
日
㈪
～
12
日
㈫

※�

使
用
区
画
は
申
込
人
数
に
関
わ
ら
ず
、

後
日
抽
選
会
を
行
い
決
定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
都
城
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

③�

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

④�

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
で
異
な
り
ま

す
）
を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
１
世
帯
１
区
画
の
み

※�

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

申
し
込
み
時
に
、
印
鑑
は
不

要
。
ま
た
、
随
時
受
け
付
け
中
の
墓
地
も

あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で

☎
23

－

２
１
３
０

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

　

地
区
ご
と
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企
画

や
運
営
を
行
う
、
新
成
人
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
新
成

人
の
皆
さ
ん
、
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た

手
づ
く
り
の
成
人
式
を
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
会
場　

都
城
地
域
は
中
学
校
区（
西
岳
・

夏
尾
地
区
は
合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管

内
は
、
総
合
支
所
ご
と
に
開
催

●
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
内
在
住
ま
た

は
出
身
者
）

●
応
募
方
法　

興
味
が
あ
る
人
、
参
加
し

た
い
人
、
実
行
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
い

人
が
い
る
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　
　

各
総
合
支
所
の
教
育
課

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

　

都
城
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
協
働
し
て
、

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
進
め
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

ま
ち
づ
く
り
活
動
や
文
化
活

動
を
展
開
し
て
い
る
個
人
や
団
体

●
対
象
事
業　

交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る

催
し
や
、ま
ち
な
か
で
展
開
す
る
活
動
で
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
る
事
業

※
書
類
・
面
談
審
査
あ
り

●
支
援
内
容　

事
業
実
施
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

提
供
、
交
流
プ
ラ
ザ
利
用
料
金
の
一
部
免

除
、
広
報
支
援
な
ど

　

９
月
30
日
㈰
ま
で
に
都
城
ま
ち
づ

く
り
㈱
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
26

－

１
１
０
０

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

子
ど
も
の
挑
戦
す
る
心
と
や
る
気
を
育

み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
・
競
技
種
目

小
学
１
～
３
年
生
の
部　

ス
イ
ム
（
ビ
ー
ト

板
）
50
㍍
、
自
転
車
１
㌔
、
ラ
ン
４
０
０
㍍

小
学
４
～
６
年
生
・
家
族
リ
レ
ー
の
部

ス
イ
ム
１
０
０
㍍
、
自
転
車
３
・
４
㌔
、
ラ
ン
１
㌔

中
学
生
の
部

ス
イ
ム
１
５
０
㍍
、
自
転
車
５
㌔
、
ラ
ン
１
・
５
㌔

●
日
時　

７
月
29
日
㈰　

８
時
30
分
～

●
場
所　

高
崎
総
合
公
園

●
参
加
費　

個
人
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

家
族
リ
レ
ー
４
、０
０
０
円

　

６
月
30
日
㈯
ま
で
に
公
益
社
団
法

人
都
城
青
年
会
議
所
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実

行
委
員
会　

☎
23

－

０
５
０
２

※�

申
込
書
付
き
チ
ラ
シ
で
応
募
す
る
か
、

都
城
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い

■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です
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日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
全
15
回
）

　

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
基

礎
的
な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
22
日
㈮
～
10
月
19
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日　

10
時
～
11
時
30
分

※
８
月
17
日
㈮
・
24
日
㈮
は
休
み

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

外
国
人
に
日
本
語
を
指
導
す
る

こ
と
に
意
欲
の
あ
る
人

※�

講
座
終
了
後
は
、
外
国
人
を
対
象
に
市

が
実
施
す
る
「
日
本
語
練
習
会
」
で
、

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
を

お
願
い
す
る
予
定
で
す

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

10
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り　

　

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
生
活
文
化
課

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
（
〒
885

－

8
5
5
5
）
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
生
活
文
化
課

☎
23

－

２
２
９
５　

FAX‌

23

－

３
２
２
３

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

※�

申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

５
月
30
日
㈬　

９
時
30
分
～

●
場
所　

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ

あ
い
の
里

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

●
日
時　

６
月
３
日
㈰　

９
時
～

　
　
　
　

※
小
雨
決
行　

●
場
所　

高
崎
小
学
校
南
側
水
田

●
種
目　

４
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
そ
の
他　

高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承

諾
が
必
要

　

５
月
25
日
㈮
ま
で
に
高
崎
町
ど
ろ

ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
実
行
委
員
会
事
務

局　

☎
・
FAX‌

62

－

４
４
４
８

　
　
（
平
日
９
時
～
16
時
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

５
月
17
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
う
会

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

3
1
7
4

み
や
こ
ん
じ
ょ
復
興
ま
つ
り

　

市
特
産
物
の
牛
、
豚
、
鶏
な
ど
の
農
産

物
や
商
工
業
製
品
な
ど
を
一
堂
に
集
め
、

口
蹄
疫
被
害
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
16
時　

※
雨
天
決
行

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

地
場
産
品
の
展
示
即
売
会
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
カ
ワ
ム
ラ
バ
ン
ド
に

よ
る
ラ
イ
ブ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

大
道
芸
）、
抽
選
会
、
屋
台
村
ほ
か

　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
38

－

４
５
６
１

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
＆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

５
月
13
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

●
料
金　

１
、０
０
０
円

●
定
員　

50
人

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
城
歴
史
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎

‌

58

－

６
９
０
０

き
ら
り
楽
習
教
室　

　

７
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
（
全
６
回
）】

●
日
時　

５
月
27
日
㈰
～
８
月
12
日
㈰
の

隔
週
日
曜
日　

10
時
～
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
締
め
切
り　

５
月
17
日
㈭

【
健
康
体
操
（
全
６
回
）】

●
日
時　

６
月
14
日
㈭
～
８
月
23
日
㈭
の

第
２
・
４
木
曜
日　

10
時
～
11
時　

●
場
所　

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）

●
締
め
切
り　

６
月
４
日
㈪

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

INFORMATION
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■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

季
節
陶
芸
教
室

　

参
加
希
望
者
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
全
教
室
、
１
時
間
程
度
で
終

わ
り
ま
す
。

●
場
所　

竹
楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

【
あ
じ
さ
い
陶
芸
教
室
】

●
日
時　

５
月
12
日
㈯
～
27
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
15
時

●
費
用　

１
、０
０
０
円

【
父
の
日
絵
付
け
教
室
】

　

父
の
日
に
感
謝
の
言
葉
を
添
え
て
、
手

作
り
の
陶
器
を
贈
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈯
～
27
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
15
時

●
費
用　

５
０
０
円
～
１
、０
０
０
円

【
夏
の
風
物
詩
教
室
】

　

夏
の
風
物
詩
（
す
い
か
・
う
ち
わ
・
豚

の
蚊
や
り
な
ど
）
を
手
づ
く
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
27
日
㈰
～
６
月
３
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
15
時

●
費
用　

１
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

運
動
の
苦
手
な
子
ど
も
集
ま
れ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
教
室（
前
期
）

　

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
一
緒
に
運
動
を
楽
し
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
運

動
教
室
（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。
必
ず
、

保
護
者
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
26
日
㈯
～
７
月
28
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日
（
８
回
程
度
）

　

幼
児
の
部　

９
時
30
分
～
10
時
30
分

　

小
学
生
の
部　

10
時
45
分
～
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

幼
児
の
部　

５
・
６
歳

　
　
　
　

小
学
生
の
部　

１
・
２
年
生

●
定
員　

幼
児
の
部
、
小
学
生
の
部

　
　
　
　

各
20
組　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

６
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

　

５
月
16
日
㈬
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
、
参
加
す
る
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、

通
っ
て
い
る
小
学
校
名
ま
た
は
幼
稚
園
・ 

保
育
園
名
、
参
加
す
る
保
護
者
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
常
に
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
南
九
州
大
学
人
間

発
達
学
部
「
子
ど
も
教
育
学
科
」（
〒
885

－

０
０
３
５ 　

立
野
町
３
７
６
４

－

１
）

☎
21

－

２
１
１
１

※�

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
枚
の
は
が
き

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.nankyudai.ac.jp/index.htm

l

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

５
月
25
日
㈮　

14
時
～

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

肺
が
ん
に
つ
い
て

●
定
員　

先
着
80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

郷ご
じ
ゅ
う中

教
育
体
験
講
座

　

鹿
児
島
藩
で
は
、
青
少
年
の
心
身
鍛
錬

の
た
め
、「
郷
中
教
育
」
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

論
語
の
素
読
や
自じ
げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
・
合
気
道
稽
古

な
ど
を
通
し
て
、
島
津
の
教
え
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日
の
10
時
～
15

時　

開
講
日
：
５
月
27
日
㈰

●
場
所　

都
城
島
津
邸
ほ
か

●
内
容　

論
語
の
素
読
、
自
顕
流
稽
古
、

合
気
道
稽
古
、
山や
ま
さ
か
た
っ
し
ゃ

坂
達
者
ほ
か

●
対
象　

市
内
在
住
、
５
歳
～
高
校
生

●
参
加
料　

３
、０
０
０
円

●
定
員　

30
人

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

弓
道
体
験
教
室

●
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

19
時
30
分
～
21
時
30
分　

※
10
回
程
度

開
講
日
：
６
月
26
日
㈫
　

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

弓
道
場

●
対
象
・
定
員　

中
学
生
以
上

　
　
　
　
　
　
　

20
人
程
度　

※
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

●
受
講
料　

５
、０
０
０
円

●
そ
の
他　

道
場
で
は
、
足
袋
ま
た
は
靴

下
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

宮
崎
県
弓
道
連
盟
都
城
支
部

　
　
　

☎
22

－

１
３
８
８
（
神
野
）
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INFORMATION

都
城
市
市
民
大
学
講
座

●
日
程
・
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

７
／
３
㈫
都
城
市
の
取
り
組
み

都
城
市
長　

長
峯　

誠

７
／
10‌
㈫
野
生
馬
の
ま
ち
串
間
「
都
井
岬
は

ま
る
ご
と
自
然
博
物
館
」

串
間
市
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
推
進
課　

秋
田　

優

７
／
17‌

㈫
日
本
人
の
心

宮
崎
公
立
大
学
理
事　

長
友　

武

７
／
24‌

㈫
母
の
悲
し
み
子
の
涙
、
そ
し
て
歓

喜
の
総
踊
り

～
民
俗
伝
承
の
「
お
盆
」
の
原
典

に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
～

安
楽
寺
住
職　

佐
々
木　

芳
麿

７
／
31�‌

㈫
地
域
に
開
か
れ
た
宮
崎
大
学
の
現

状
と
私
の
来
し
方

宮
崎
大
学
農
学
部

教
授　

水
光　

正
仁

８
／
７‌

㈫
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
た
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
ざ
き
後
見
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

濵
田　

哲
郎

８
／
19‌

㈰
野
外
研
修

８
／
28‌

㈫
が
ん
の
現
状
と
対
策

宮
崎
県
都
城
保
健
所

所
長　

相
馬　

宏
敏

９
／
４
㈫
２
０
１
１
年
霧
島
山
新
燃
岳
噴
火
と
霧

島
ジ
オ
パ
ー
ク

鹿
児
島
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
准
教
授　

井
村　

隆
介

９
／
11‌

㈫
世
界
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る

～
違
い
を
見
つ
け
認
め
合
お
う
～

都
城
市
国
際
交
流
員　

９
／
18‌

㈫
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部
長

黒
木　

哲
德

９
／
25‌

㈫
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
隊

の
活
動

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地

第
43
普
通
科
連
隊

広
報
室
長　

神
宮
司　

悟

※�

７
月
３
日
㈫
は
公
開
講
座
で
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
８
月
19
日
㈰
の
野

外
研
修
は
希
望
者
の
み
で
す
。
７
月
24

日
㈫
に
案
内
し
ま
す

●
時
間　

19
時
～
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
受
付
期
間　

６
月
29
日
㈮
ま
で　

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
費
用　

２
、０
０
０
円

※
第
１
回
講
座
時
に
会
場
受
付
に
て
納
入

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

５
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
な
ど
は
別
途
必
要

【
水
墨
画
・
日
本
画
教
室
（
初
心
者
向
け
）】

●
日
時　

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
韓
国
語
教
室
】

●
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程　

５
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰

●
場
所　

【
学
科
】
総
合
福
祉
会
館

【
実
技
】
㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場
（
高
木
町
）

●
対
象
・
定
員　

18
歳
以
上
の
人
、
80
人

●
受
講
料　

２
万
５
、０
０
０
円

免
除
者
は
２
万
３
、０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
１
、６
０
０
円
（
税
込
み
）

　

㈳
宮
崎
県
労
働
基
準
協
会
都
城
支

部　

☎
24

－

５
６
０
３

ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育
講
習

●
日
程　

６
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬

●
場
所　

【
学
科
】
総
合
福
祉
会
館

【
実
技
】
㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場
（
高
木
町
）

●
対
象
・
定
員　

18
歳
以
上
の
人
、
80
人

●
受
講
料　

１
万
２
、０
０
０
円

免
除
者
は
１
万
円

テ
キ
ス
ト
代
１
、５
０
０
円
（
税
込
み
）

　

㈳
宮
崎
県
労
働
基
準
協
会
都
城
支

部　

☎
24

－

５
６
０
３

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

５
／
22
㈫　

13
時
30
分
～
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

５
／
29
㈫　

13
時
～
14
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４
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都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

５
月
18
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

特
設
人
権
相
談

●
日
時　

６
月
１
日
㈮　

10
時
～
15
時

●
地
区
・
場
所

都
城

市
役
所
６
階
第
１
会
議
室

山
之
口
山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い

の
里

高
城

高
城
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

観
音
さ
く
ら
の
里

山
田

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

高
崎

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－
０
４
９
０

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

５
月
15
日
㈫　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

　

５
月
22
日
㈫‌　

13
時
～
16
時

※�

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

５
月
は
軽
自
動
車
税
と

自
動
車
税
の
納
期
で
す

　

軽
自
動
車
税
（
市
税
）
お
よ
び
自
動
車

税
（
県
税
）
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
、
自
動
車
な
ど
の
所

有
者
、ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
、
近
く
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
（
納

税
通
知
書
に
記
載
）で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
（
市
税
）】

　

５
月
20
日
㈰
を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

【
自
動
車
税
（
県
税
）】

　

５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
近
く
の
県
税
・
総
務
事
務

所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、
自
動
車
税
の
一
定
額
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
り
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
納

税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

　
　

☎
23

－

４
５
１
６

国
民
健
康
保
険

医
療
費
窓
口
負
担
の
減
免
制
度

　

地
震
や
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

よ
り
重
大
な
損
害
を
受
け
た
り
、
農
作
物

の
不
作
や
不
漁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

理
由
で
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
り
し

た
人
な
ど
を
対
象
に
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
を
減
免
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です
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６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
内
容
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
各
市
町
村
ご
と
に
全
国

一
斉
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
や
、
街
角

で
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
人
権
擁
護
委
員
23
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

　

鎌
田
和
章
さ
ん　
　

☎
37

－

２
８
５
１

　

竹
之
下
英ひ
で
ひ
ろ浩

さ
ん　

☎
25

－

８
４
７
５

　

塩
月
靖
子
さ
ん　
　

☎
24

－

１
３
４
４

　

臼
杵
ひ
と
み
さ
ん　

☎
37

－

２
４
０
１

　

立
野
勝
己
さ
ん　
　

☎
46

－

９
８
７
０

　

永
田
光て
る
み
つ充

さ
ん　
　

☎
24

－

０
８
４
８

　

岩
佐
禮れ
い
こ子
さ
ん　
　

☎
25

－

９
５
８
９

　

𠮷
田
艶
子
さ
ん　
　

☎
39

－

４
４
０
２

　

小
野
孝
一
さ
ん　
　

☎
22

－

３
７
８
８

【
山
之
口
地
域
】

　

永
吉
愛
一
郎
さ
ん　

☎
57

－

４
１
５
７

　

川
添
智
惠
子
さ
ん　

☎
57

－

４
２
１
０

　

川
内
邦
昭
さ
ん　
　

☎
57

－
３
４
０
９

【
高
城
地
域
】

　

池
田
洋ひ
ろ
こ子
さ
ん　
　

☎
58

－

２
５
３
２

　

新に
い
ほ穗
む
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

６
０
２
５

　

田
ノ
上
哲さ
と
しさ
ん　
　

☎
59

－

９
８
５
８

　

松
田
俊
夫
さ
ん　
　

☎
53

－

１
７
０
８

【
山
田
地
域
】

　

福
森
利
明
さ
ん　
　

☎
64

－

２
７
５
２

　

花
房
憲
正
さ
ん　
　

☎
64

－

２
８
２
９

　

野
口
み
つ
子
さ
ん　

☎
64

－

２
５
３
０

【
高
崎
地
域
】

　

椎
屋
妙み

ょ
う
こ子

さ
ん　
　

☎
62

－

０
３
９
１

　

坂
元
義
文
さ
ん　
　

☎
62

－

１
６
１
３

　

假か
り
や屋

由
紀
子
さ
ん　

☎
62

－

４
８
５
８

　

萬ま
ん
と
く德

雄
一
郎
さ
ん　

☎
62

－

２
０
１
５

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局　

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

合
同
金
婚
式

　

市
で
は
、合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象　
　

①�

昭
和
36
年
４
月
１
日
～
37
年
３
月
31
日

ま
で
に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の
夫
婦

②�

結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金

婚
の
お
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

　

５
月
25
日
㈮
ま
で
に
各
地
区
の
民

生
委
員
ま
た
は

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

再
生
自
転
車
や
家
具
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車
を
再
生
し
、

販
売
し
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
、
抽
選

で
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

常
時
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日

　

さ
い
せ
い
館　

☎
36

－

３
９
０
０

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター	 ☎22-1659
5/21 ㈪　
10 時～

いちごクラブ
２歳以上の親子の交流の場

5/28 ㈪　
10 時～

とんとんクラブ　※要申し込み
「親子でおやつ作り」

5/30 ㈬
10 時～

絵本講座　※要申し込み
「絵本で育つ子どもの心」

6/18 ㈪
13 時 30 分～

赤ちゃんパーク
場所：総合社会福祉センター
０・１歳の親子で遊びましょう

◆山之口子育て支援センター	 ☎57-3298
5/22 ㈫　
10 時～ 出前保育「ぽっかぽか」

5/25 ㈮　
10 時 30 分～

ひばり苑慰問
※現地集合、現地解散

5/28 ㈪　
10 時～　

すくすく教室　※１歳児以上を対
象とした身体測定

6/5 ㈫　
10 時 30 分～

公園で遊ぼう
場所：あじさい公園

◆山田子育て支援センター	 ☎64-3171
5/23 ㈬
10 時～ 誕生会「４・５月生まれ」

6/13 ㈬
10 時～

保育参加・離乳食体験（木之川内
保育所）　※要申し込み

6/14 ㈭
10 時～　

「にこにこ教室」
簡単手作りおもちゃ・小物作り

※�ほかにもいろいろな行事があります。詳
しくは、各子育て支援センターに問い合
わせください

INFORMATION
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５
月
は

赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
８
日
の

「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
毎

年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
赤
十
字
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
赤
十
字
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
活
動
や

災
害
救
護
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県

支
部
都
城
市
地
区
で
は
、
福
祉
課
と
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
事
務
局
を
置

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

５
月
は
赤
十
字
月
間
と
し
て
、
皆
さ

ん
へ
募
金
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資

の
配
布
、
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、
心

身
の
ケ
ア
、
避
難
所
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
被
災

者
に
、
市
の
職
員
が
毛
布
な
ど
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。

献
血
（
血
液
事
業
）

　

輸
血
の
必
要
な
人
へ
、
新
鮮
で
安
全

な
血
液
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
各
地

を
献
血
車
が
回
り
献
血
の
お
願
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
交
流
し
た
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど
の
救
急
法
普
及
の

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
た
り
す
る
ほ

か
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
使
っ
て
被
災
状

況
の
確
認
や
、
救
援
活
動
へ
の
迅
速
な

情
報
提
供
な
ど
を
行
う
赤
十
字
奉
仕
団

の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
都

城
市
地
区
で
は
、
４
つ
の
赤
十
字
奉
仕

団
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

募
金
や
義
援
金
の
受
け
付
け

　

災
害
に
よ
る
国
内
・
国
外
の
被
災
者

へ
の
直
接
的
な
医
療
救
援
活
動
や
、
物

資
の
提
供
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
募

金
や
義
援
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

　

が
ん
患
者
や
、
そ
の
家
族
の
出
会
い

の
場
と
し
て
、
情
報
交
換
や
心
の
交
流

を
深
め
、
明
日
へ
の
希
望
、
勇
気
と
な

る
事
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
奇
数
月
の
第
３
土
曜
日
に
開
催
予
定

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

１
病
棟
患
者
様
食
堂

●
内
容　

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
と
そ
の

対
処
法

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
が
ん

相
談
支
援
室　

☎
23

－

４
１
１
１

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

５
月
31
日
は
、世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

　

喫
煙
は
健
康
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
ま
た
、
受
動
喫
煙
で
生
活
を
共
に

す
る
子
ど
も
に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
は
、
禁
煙
に

踏
み
切
れ
な
い
一
因
と
も
な
っ
て
い

て
、
世
界
的
に
は
、
独
立
し
た
疾
患
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

た
ば
こ
に
向
き
合
い
禁
煙
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
禁

煙
を
考
え
て
い
な
い
人
も
、
受
動
喫
煙

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

禁
煙
を
始
め
た
い
け
ど
、
な
か
な
か

実
行
で
き
な
い
人
は
、
病
院
で
禁
煙
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。受
診
す
る
と
き
は
、

禁
煙
治
療
に
保
険
が
使
え
る
医
療
機
関

か
ど
う
か
、
事
前
に
確
認
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

電話での劇場型勧誘に注意！
　ある日突然、業者Ａから
パンフレットを同封した封
書が自宅に届きます。
　見計らったように別の勧
誘業者Ｂから自宅に電話が
きて「パンフレットが業者
Ａから届いたと思うが、代
わりに購入してくれたら高
額で買い取る」と勧誘業者
Ｂから持ち掛けられます。
　そこで、業者Ａから購入し、その後業者Ｂから
連絡を待つが音沙汰がない。
　このような劇場型の勧誘で、お金を支払ってし
まい、被害に遭う高齢者が増えています。実際に
買い取りが実行されたケースは、全国で１件も確
認されていません。
　この様な「うまい話」には乗らないように注意
しましょう。

　生活文化課　☎ 23－ 2121

こんな勧誘を受
けたときは
　要注意！

■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

222012.5



市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

６
月
の
定
期
募
集
に
入
居
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
15
日
㈫　

14
時
～
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象
者　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希

望
し
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

●
入
居
条
件

①�

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し

て
い
る
こ
と

※�

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②�

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※�

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
単
身
入

居
で
き
る
団
地
も
あ
り
ま
す

③�

政
令
月
収
が
15
万
８
、０
０
０
円
以

下
で
あ
る
こ
と
（
政
令
月
収
と
は
、

世
帯
の
年
間
総
所
得
か
ら
扶
養
控
除

な
ど
を
差
し
引
い
た
総
額
に
基
づ
い

た
平
均
月
収
）

④�

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
こ
と

※�

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

●
そ
の
他　

新
た
に
王
子
原
団
地
が
対

象
と
な
り
ま
す

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
の
定
期
点
検
整
備
の
た

め
、
次
の
期
間
は
、
草
・
木
類
、
剪せ
ん
て
い定

く
ず
、
粗
大
ご
み
（
木
製
家
具
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
）、
事
業
系
の
布
団
の
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
、
事

前
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
36

－

３
９
０
０
）
に
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
解
除
日
の
７
月
25
日
㈬
や
７

月
28
日
㈯
は
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

６
月
11
日
㈪
～
７
月
24
日
㈫

※�
こ
の
期
間
以
外
で
も
機
械
の
故
障
な

ど
で
搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
搬
入
す
る
と
き
は
、
必
ず
清
掃

工
場
へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

在
宅
で
の
歯
科
診
療
を
お
手
伝
い

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
心
身
上
の
都
合
に

よ
り
歯
科
医
療
機
関
に
通
院
で
き
な
い

人
を
対
象
に
、
連
携
室
ス
タ
ッ
フ
が
訪

問
し
て
、
訪
問
診
察
ま
で
の
手
助
け
を

行
な
い
ま
す
。

●
受
付
時
間

毎
週
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
15
時

　

都
城
市
北
諸
県
郡
歯
科
医
師
会

都
城
地
区
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

☎
０
８
０

－

１
７
６
０

－

１
３
４
９

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
に
注
意

　

空
き
巣
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
、次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①�

ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
必
ず
、
戸
締

り
を
す
る
と
と
も
に
、
隣
に
一
声
掛

け
て
留
守
を
伝
え
ま
し
ょ
う

②�

夜
間
は
、
防
犯
灯
、
街
灯
、
門
灯
な

ど
で
周
囲
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う

③�

玄
関
な
ど
に
は
、
高
性
能
の
錠
前
や

補
助
錠
を
付
け
ま
し
ょ
う

④�

新
聞
や
牛
乳
は
、
取
り
入
れ
て
か
ら

外
出
し
ま
し
ょ
う

⑤�

風
呂
場
の
窓
や
ト
イ
レ
の
高
窓
、
ベ

ラ
ン
ダ
の
ガ
ラ
ス
戸
の
よ
う
に
盲
点

と
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
も
、
忘
れ
ず

に
戸
締
り
し
ま
し
ょ
う

　

都
城
地
区
地
域
安
全
協
会

　
　

☎
23

－

７
１
８
３

ガ
ス
と
暮
ら
し
の
安
全
運
動

　

ガ
ス
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①�

電
話
や
来
客
で
コ
ン
ロ
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う

②�

ガ
ス
を
使
う
と
き
は
、
換
気
を
し
ま

し
ょ
う

③�

古
い
ゴ
ム
管
は
、
早
め
に
取
り
替
え

ま
し
ょ
う

④�

ガ
ス
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ガ

ス
警
報
機
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

⑤�

安
全
装
置
の
つ
い
た
ガ
ス
器
具
を
使

い
ま
し
ょ
う

⑥�

ガ
ス
の
種
類
に
あ
っ
た
ガ
ス
器
具
を

使
い
ま
し
ょ
う

⑦�

出
掛
け
る
前
や
就
寝
の
と
き
は
、
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う

　

宮
崎
ガ
ス
株
式
会
社
都
城
支
店

　
　

☎
38

－

７
５
０
０

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00 まで
月日 医療機関名 電話番号
5/20
㈰

城南病院（小・内） 26-3662
園田光正内科（内） 38-5115
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
飯田整形外科クリニック（整） 46-5115
どいクリニック（外・胃・内） 22-1825
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ） 38-7300
いがらし歯科医院 25-1525

5/27
㈰

村上クリニック（循・内） 25-2700
原田医院（内・小・外） 26-3330
佐々木医院（内） 62-1103
吉松病院（外・整） 25-1500
いき形成外科ひふ科（形・皮） 45-0020
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
一万城安楽歯科医院 26-1118

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
5/20 ㈰ さくら都城、ふれあい庄内、日研、

わかば、フクシマ、ケーアイ吉尾
5/27 ㈰ アート、おおた、トロン、ひむか三股

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

INFORMATION

23　Miyakonojo City Public Relations   2012.5



図
書
館
だ
よ
り

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22－

０
２
３
９

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58－

４
２
２
４

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」　（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
５
月
24
日
㈭　

11
時
～

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
５
月
19
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
５
月
23
日
㈬　

15
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン
　
読
み
聞
か
せ
会

●
５
月
26
日
㈯　

11
時
～

「
マ
ス
タ
ー
ズ
　
栄
光
と
喝
采
の
日
々
」

岩
田
禎
夫
（
著
）
Ａ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社
（
発
行
）

「
マ
ス
タ
ー
ズ
」
は
、
世
界
中
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
夢
見
る

最
高
の
舞
台
。
そ
れ
は
世
界
最
強
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
ァ
ー
と
敏
腕
銀
行
マ
ン
の
二
人
の
男
の
夢
か
ら
始
ま

っ
た
。
ゴ
ル
フ
史
を
ひ
も
解
く
興
味
深
い
一
冊
。

「
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
の
電
車
に
の
っ
て
」

天
沼
春
樹
（
作
）
山
田
和
明
（
絵
）
粕
渕
輝
雄
（
原
作
）

交
通
新
聞
社
（
発
行
）

車
掌
の
ハ
ル
オ
さ
ん
と
運
転
士
の
ア
キ
オ
さ
ん
、
今
日

は
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
の
新
快
速
。
急
病
人
の
救
助
や
落

し
物
の
捜
索
、
ネ
コ
の
忘
れ
物
…
。
今
日
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
安
全
運
転
で
出
発
進
行
！

５
月
16
日
→
６
月
15
日

今
月
の
お
す
す
め
の
本

一
般

児
童

都城市立図書館　●休館日／５月21日・28日、６月４日～15日（蔵書点検整理のため）	 ●開館時間／9：30～18：50

高城図書館　　　●休館日／５月20日・22日・29日、６月５日・12日	 ●開館時間／9：30～18：00

「都
みやこのじょう

城島
し ま

津
づ

家
け

役
や く

所
し ょ

日
に っ

記
き

」
都城島津家史料の中には、同家の役所や役人
が作成した日記が伝来しています。これを総称
して「都城島津家役所日記」と呼びます。
今回、都城島津邸では、江戸時代初期の将軍
家光の時代に当たる寛永期の役所日記のうち３
点を選び、史料としてまとめました。
この中には、都城島津家と本家とのやり取りを
記した「日

にっ

帳
ちょう

」（寛永14年）や江戸住まいとなっ
た都城島津家15代当主北

ほんごう

郷久直の江戸での様子
を記した「万

よろず

覚
おぼえ

書
がき

」（寛永 17年）、当時の都城島
津家内で起こった出来事を記した「日帳」（寛永
18年）を収録しています。「日帳」では、安

やす

永
なが

（現
在の庄内町周辺）で怪異現象が起こり、占いを行
ったことが記されていて、その原因は、祖先の供
養を怠ったこととされています。
このように、当時の都城島
津家のありさまが生き生きと
伝わってきます。

都城市、三股町、曽於市、志布志市で形成する
都城広域定住自立圏。この圏域の活性化に向けた
取り組みや魅力を、各市町の広報紙にシリーズで
掲載します。今回は都城市を紹介します。

島津の教えを学ぶ体験学習「郷
ごじゅう

中教育体験講座」

都城島津家と深いつながりのあるこの圏域。こ
うした歴史的背景を現代に生かそうと都城島津邸
では、薩摩藩の教えをヒントにした郷中教育体験
講座を開催します。郷中（現在の町内会程度の
範囲）の青少年たちのよう
に、先輩が後輩を指導する
中で、学問や武芸を学ぶ体
験学習を、毎月第４日曜日
に行います。

見どころ満載！　都城島津邸

圏域の結び付きをより深く学べる都城島津邸。
10 月には、特別展「都城島津家と琉球王朝」（仮題）
を開催する予定です。ぜひ、ご覧ください。

都城島津

伝承館だより
iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって Vol.1

打ち込み稽古の様子

◎問い合わせ　経営戦略課 ☎23―2115　都城島津邸 ☎23―2116 ◎問い合わせ　都城島津邸 ☎23―2116
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

読
者
か
ら
の
お
便
り

●
我
が
家
で
は
、「
夕
食
は
家
族
そ
ろ
っ
て
」
と
決
め
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
も
消
し
て
全
員
で
向
き
合
っ
て
楽

し
く
食
べ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
食
べ
る
と
と
て
も

お
い
し
く
、
作
る
方
も
気
合
い
が
入
り
ま
す
。

（
平
塚
町　

け
の
み
な
か
さ
ん
）

●
わ
が
家
で
は
、家
庭
菜
園
で
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
野
菜
く
ず
も
生

ご
み
に
出
さ
な
い
た
め
に
、
肥
料
に
し
て
い
ま
す
。

無
農
薬
で
作
っ
た
野
菜
は
お
い
し
い
で
す
よ
。

（
蓑
原
町　

H
・
I
さ
ん
）

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射
。
飼
い
主
の
義
務
と
し
て
、
年

１
回
の
注
射
を
受
け
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
田
町　

Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
肱
岡
さ
ん
。

海
外
で
単
身
活
躍
し
た
そ
の
姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

も
う
一
度
若
く
な
れ
る
も
の
な
ら
、
私
も
世
界
中
の

国
々
を
回
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
鷹
尾
三
丁
目　

N
・
T
さ
ん
）

●
今
年
も
こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

恒
例
の
庄
内
川
堤
防
の
こ
い
の
ぼ
り
。
今
年
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
下
川
東
二
丁
目　

S
さ
ん
）

　日本語を習い始める前は、日本人は生魚
ばかり食べていると思い込んでいました。
また、たまにちょんまげをしている人も見
掛けるのかなと期待もしていました。日本
に関する情報源が、翻訳された小説や日本
以外で作った作品に限られていたからです。
　その後、モンゴルでは恋愛ドラマなどを
中心に、日本ドラマブームになったおかげで、
現代日本文化について少しずつ学ぶことが
できました。やっと、ちょんまげをしている
人が時代劇にしかでてこないことが分った
のです。このように、日本などの外国に対す
る情報というものは、伝える言語によって多
少大げさになったりすることも、そして情報
を受ける時代によって伝
わり方が違うこともあるよ
うです。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

①あなたの地域の頼れる相談役。○○委員・
児童委員

②災害に備えて登録しましょう。宮崎県防災・
防犯○○○サービス

③あなたの子育て応援します。都城市ファミ
リー・○○○○・センター

ク イ ズ広 報Vol.77

問

問

問

答

答

答

バヤンバト・ムンフバヤルさん（モンゴル）Vol.11

日本人＝ちょんまげ？



施設案内施設案内

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城 No.77 2012年５月号）

今月の 読者プレゼント
【高千穂牧場の商品券 3,000 円】

（株）高千穂牧場
（吉之元町）
☎ 33‒2102

商品提供事業者

新緑の季節を迎えた高千穂
牧場では、皆さんのご来場
をお待ちしています。当社
自慢の商品の数々もぜひ、
ご賞味ください。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や５月号を読んだ感想を書い
て、〒885−8555　秘書広報課まで。正解者の中から、
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　５月31日㈭　当日消印有効
◎発表　本紙７月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し

ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎３月号クイズの結果【応募総数 66通】
　★正解／①育　②ドクター　③ドミニカ
◎３月号当選者　三浦　みち子さん（高崎町）

８８５８５５５
POST CARD

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号　（　　　　　）　　　　　−

※５月16日～６月15日の日程

■美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
５月15日㈫～27日㈰までは展示替作業のため休館
※５月19日㈯、20日㈰、26日㈯、27日㈰は、住民票
　などの発行はできません
◎収蔵作品展「知りたい支持体」
　５月29日㈫～７月８日㈰

■都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
開館時間　９：30～17:00（入館は16:30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■たちばな天文台（高崎町） 	 ☎62-4936
開館時間　10:00～15：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎金環日食観望会
　５月21日㈪　6:00～（早朝5:00開館）

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）	 ☎57-3713
開館時間　９：00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■都城島津邸（早鈴町）	 ☎23-2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」　小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」　一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

▲

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）



インフォメーション

都城市現住人口

最近、「ありがとう」という言葉を、なかなか素直
に言い出せない自分に気が付きました。妻や子

どもに対しても、親に対しても、大事な人に対しても…。
大切な人は、別れたり、なくなったりしてから、改めて
その存在に気付かされます。感謝の思いを伝えようと
しても伝えることができなくなってから…。
　これからは、自分を支えてくれる周りの人に感謝し、
心から「ありがとうございます」と伝えられるようにな
りたいと思います。（知）

●舞台発表　５月12日㈯　13:30 〜16:00
●展 示 会　５月12日㈯　13:00 〜18:00
　　　　　　５月13日㈰　10:00 〜16:00
●交 流 会　５月12日㈯　16:30 〜18:00
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

ダンスやファッションショー、
日本舞踊など、いろいろな
ジャンルの舞台と、お花や写
真、ちぎり絵などの展示を行
います。12 日㈯には、出演・
出展している教室との交流
会も行われます。

ウエルネス交流プラザの文化祭
プラザびよりスペシャル プラザの輪

平成24年４月１日現在 前月比

世  帯  数 70,187世帯 （－201）

人口総数 167,754人　 （－1,099）

男 78,540人　 （－659）

女 89,214人　 （－440）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

　毎年「もちお桜まつり」に登場する熊襲踊り。今年も
満開の桜の下、特設ステージ前広場で披露されました。
庄内町に伝わる熊襲踊りは、かつて南九州を支配してい
た熊襲族の長「熊

くまそたける
襲武」を日

やまとたけるのみこと
本武尊が討ち取ったことを

喜ぶ踊りとも、討ち
取られた熊襲族の霊
を鎮め送る踊りとも
いわれています。
　勇壮な踊りは、訪
れた花見客を太古の
昔へといざなってい
ました。

熊襲踊り

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■MRT ラジオ（AM放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30 〜15：45
■シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49 〜 9：54、15：54 〜15：59（再）

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

今月の表紙

編集後記

イベントカレンダー（５月16日～６月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　

都城市エリア

５
月

～９月２日㈰まで
企画展「ちょっとスゴイ！　原始・古代の都城」
【都城歴史資料館】
問 文化財課　☎ 23-9547

６
月

２日㈯　13：30～
お田植え祭【東霧島神社】
問 東霧島神社　☎ 62-1713

３日㈰　9：00～
高崎町どろんこバレーボール祭【高崎小学校南側の水田】
問 同実行委員会　☎ 62-4448

9 日㈯　13：30～
お口の健康フェスティバル【交流プラザ】
問 都城市北諸県郡歯科医師会　☎ 24-2218

環霧島エリア

５
月

〜20日㈰
生駒高原ポピーまつり【生駒高原】
問 花の駅　生駒高原　☎ 0984-27-1919

20日㈰　9：00～
曽於市どろんこ大会
【財部温泉健康センター横の水田】
問 曽於市社会教育課　☎ 099-482-5958

ステイト・ブラス　都城公演
シエナ・ウインド・オーケストラのトロンボーン奏
者 郡　恭一郎（宮崎市出身）主宰の金管十重奏。
●日程　６月30日㈯

国本武春 三味線弾き語り
楽しい浪曲三味線エンターテイメント。5 月 19 日
には三味線講座もあります。
●日程　７月22日㈰
　※詳細決定次第、ホームページなどで発表
　　します

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

小林市

曽於市
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